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中古形容詞の大きな特徴なのであるが、この「述語となる」機能が発達している }I/買に、「感情J I感覚J I程
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(f しげしJ と「しげる」、「はづかし」と「はづj 等)に着目じ、動詞との対照を行いながら古代語形容
詞のもつ文法的な特質を論じている。まずは、形容調と動詞の形態的な対応関係を整理し(第六章)、
それにもとづき、第E部での形容詞の分類にしたがって、感情形容調および状態形容詞について、古代
語形容詞と対応動詞の差異を検討している。感情形容詞と感情動詞の対応においては、前者が「感情表
出」の機能、後者が「状態描写」の機能を担っており、構文的にも差異があることを明らかにした(第
七章)。状態形容詞と動調の対応については、既述の形容詞と動調の形態的な対応関係ごとに分けて論
じている。対応のあり方によって若干の異なりはあるが、おおむね状態形容調は述語となって事態を描
き出すというよりは、修飾語となるのが基本的な機能であったことを明らかにした(第八~十章)。以
上に見出した形容調の性質は現代日本語には必ずしも引き継がれていないものであって、古代語形容詞
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の特質であると考えられる。
第N部「結論J では、本論文のまとめと意義を述べ(第十一章)、今後の課題を示す(第十二章)。
本論文は、古代日本語形容詞の文法的な特質を多量のデータをもって精綴に記述すると同時に、従来
の研究ではほとんど気づかれてこなかった、古代日本語から現代日本語に至る形容詞の文法的変化の存
在を明らかにした。この成果は、日本語史研究、形容詞研究に大きく寄与するものであるといえる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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